


































The Practice Report on Life Environment Studies "One's Growth"
—To realize own growth, and to develop the basics to independence—
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おじいさまのことが大好きな○○でした。一才の秋、二人は新じゅくぎょ園にこうようを見に行きました。○○はめずらしいものが大すきで木上にあるものを見たがって、そのたびにおじいさま だっこしてくれました。おじいさまはおもいおもいとい ました。 そのころ 体じゅうは八・五キロでした。
（４）第６時〜第８時
　第６時では、図８のようにグループ内で紙芝居を見せ合う活動を行った。そして、友達
の発表を聞いて、思ったこと、感じたことを発表し合い、最後に、これまでの学習をワー
クシートで振り返った。
【Ａ児】ぼくが小さいころのしゃしんを見てこんなに小さかったんだと思いました。お母
さんとお父さんはここまでそだててくれたんだなと思いました。
【Ｂ児】むかしのしゃしんや母子手ちょうを見かえして、ぜんぜん知らないことやおぼえ
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ていないことを知って、みんなにかわいがられていることがわかりました。これからも、
むかしのことを少しずつ知っていきたいと思います。
図８　紙芝居をグループ内で見せ合う活動　
　第７時では、比較的よくかけている児童の作品を学級全員で共有するために、電子黒板
を使って見せることにした。電子黒板の利点は、何と言っても大きな画面に絵を映し出せ
ることである。胸元にマイクをつけてクリックも児童にさせた。広い部屋で行ったが、音
声はよく聞こえ、画像は大きくはっきり見えるので、大いに盛り上がった活動となった。
その様子は図９に示している。
図９　紙芝居全体発表会（電子黒板を使って学級全体で共有する）
　第８時では、自分のこれまでの成長についての感想と自分の成長を支えてくれた人への
メッセージを書いた。以下の文章がその一例である。
【Ａ児】お母さまへ。お母さま、小さいころから今までありがとうございます。お母さま
がうんでくれたので、今ぼくはとてもうれしいです。生まれてから八年間そだててくれた
ので、今はとても強くがんじょうにそだっています。ぼくも大人に近づきどんどん大きく
なっていき、がんばっていきたいと思います。お母さまこれからもそだててください。
【Ｂ児】お母さまへ。あまりむかしのことはおぼえていないけれど、今回のべん強で、む
かしのことを思い出して、紙しばいを作りました。むかしのことを知るとやっぱり楽しい
し、おもしろかったので、またこういうべん強をしてもっとむかしのことを知りたいです。
ありがとうございました。とてもよいしゃしんを用いしていただきました。これからもよ
ろしくおねがいします。
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（５）第９時〜第10時
　これまでの学習をもとに、自分や友達のよさに気づき、仲良く、安心して生活していこ
うとする態度を養うというねらいで行った授業である。
　前時までに、自分や友達の成長の様子を見て、グループ内でお互いのよさに気付いてい
ることを付箋に書きだして共有してきた。時間の許す限り、何回かのローテーションを行
い、一部のメンバーを代えて、お互いのよさを付箋に書き合う活動を進めた。最後に、台
紙に張られた、友達が書いた自分のよさの付箋を読んで感想を書いた。その感想例を以下
に示す。
【Ａ児の台紙に張られた付箋の内容】
・Ａのいいところは正直なところです。・Ａのよいところは字がきれいです。・いつも元気
なところがいいです。・いつもにこにこわらっているところ。・友だちとよくおしゃべりを
して楽しいところ。・楽しいことをしてくれる。・野きゅうがうまい。
【Ａ児の感想】
　いろいろなよいところを書いてもらってうれしかったです。どの人もいろいろよいとこ
ろがあって、おもしろいなと思いました。「正直」とか「字がきれい」と書いてもらった
ので、これからもそうしようと思いました。みんなにいろいろなよいところを書いてもらっ
たので、これからもみんなとなかよくしたいです。
【Ｂ児の台紙に張られた付箋の内容】
・おもしろい。・げきが上手なところ。・とてもにぎやかでわらうと元気が出ます。・まじ
めなところ。・いつもまじめでやさしい。・とてもびじん。・足がはやくてやさしい。
【Ｂ児の感想】
　みんなにやさしいとかまじめとか書かれてうれしいです。ふせんで書かれるとよりうれ
しいです。これからもやさしくしていって友だちとなかよくしたいです。みんなにおもし
ろいことをやってみたいです。
６．まとめと今後の課題
　この単元の学習を通して、Ａ児、Ｂ児はもとより、多くの子どもたちが両親や祖父母な
どの家族の人にお世話になり成長してきたことに気付いた。ここで、お世話になり成長を
支えてくれた人々に感謝の気持ちを伝えることが、これから先の生活の中でもがんばろう
とする原動力となった筈である。
　この単元の事前準備として、母親から成長を喜ぶ手紙をもらうようにお願いしておくこ
とは、子どもの学習意欲を高めるためには効果的であることも実証できた。
　次期学習指導要領のキーワードについても、それに沿った指導ができたと考える。すな
わち、自分の成長に気付けたことが「自分自身に関する個別的な気付き」であり、その成
長を支える人がいることに気付けたことや友達から指摘してもらい自分のよさに気付けた
ことは「自分自身に関する関係的な気付き」と言える。また、振り返りのワークシートや
紙芝居作品作りなど、学習のいたるところで「比較したり、分類したり、関連付けたり、
視点を変えたりして対象を捉えている」ことにより、思考力・判断力・表現力を養うこと
ができた。そして、学習の最終場面で表現された言葉に、学びに向かう力・人間性等が表
れていた。「みんなにいろいろなよいところを書いてもらったので、これからもみんなと
なかよくしたい」、「これからもやさしくしていって友だちとなかよくしたい。みんなにお
もしろいことをやってみたい」という言葉に代表されるように、「自分のよさや可能性を
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生かして、意欲と自信を持って学んだり生活したりしようとする態度」が確実に身に付く
方向で指導することができた実践だといえる。
　また、本実践では持続可能な社会づくりの教育（ESD）の視点に立った学習指導も取り
入れている。国立教育政策研究所が発行しているリーフレット（2012）によると、ESDで
重視する能力・態度（例）が７項目挙げられている。そのうちの「コミュニケーションを
行う力」、「他者と協力する態度」、「つながりを尊重する態度」は本実践でもその基礎を養
うことができている。特に、つながりについては、友だちのよさを認めることで、いじめ
のない平和な学級づくりに寄与できると考えられる。また、お世話になった人とつながる
ことで過去世代から将来世代へ生き方を受け継ぐことが可能である。小さな実践ではある
が、人生を構築していく上で大きな可能性のある実践だと言えよう。
　今後の課題として以下のことが挙げられる。
　今回の実践では、今の自分のできることや得意なことを考えさせたが、それらとともに、
自分のできないことや苦手なことに目を向けさせることも肝要である。その上で、明日へ
の希望や夢をもたせる指導へつなげていきたい。また、現行の学習指導要領（2008）の目
標には、「役割が増えたこと」が明記されているが、この実践では、子どもたちの反応を
見る限り、その内容にまで学習がいたらなかった点がある。
　家庭環境に配慮した実践ではあるが、一般的には「父母」を学習協力者と依頼できない
場合が増えている。そうしたときには、子どもを支えている「父母」以外の他者を的確に
選んだ実践をしていかなければならない。むしろ、次期学習指導要領に基づく教科書では、
「家族」以外の例示が多く設定されるであろう。
　また、持続可能な社会づくりの教育（ESD）の視点で教育を進める上では、多面的・総
合的に考える力を養えるような指導場面を取り入れることで、さらに深い学びになってい
けると考える。そして、「感謝」を扱う上では、生活科だけでなく道徳や総合的学習の時
間との調整（いわゆるカリキュラムマネージメント）も視野に入れて学習を展開する必要
がある。
　今後の指導・支援の工夫に委ねたいところである。
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